
三三三 海上空港のある花と史跡、のまち

市政だより

昭和59年2月1日 Na993二二二士二:

ー人口の動き
(前月比〉

人口計 68.653 + 80 
男 33.054 + 33 
女 35.599 + 47 

世帯数 20. 228 + 25 
1月1日現在

08印巴守C2)zffω2YQク包2クp
お父さんだちの奉仕で完成しだ戸スレチックに 今日は初挑戦

チョッピリこわかったけど勇気を出してやると 何でもできだよ

遊異みんなに名前をつけて いつまでも大事にしていきます (お父さん， お白さんありがとう〉

→ 

毎月1日・15日発行 発行所/大村市役所ft(代)③4111 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社



ペ
ー
月
市
巴
|
成
人
の
日
|
大
村
市
で
も
、
男
5
4
2
人
、
女
3
9
0
叫

い
人
の
計
9
3
2
人
ガ
成
人
式
を
迎
え
ま
し
だ
。

日

↑

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
だ
が
、
市
民
会
館
に
約
7
5
0
人
十

+
ガ
参
加
し
て
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
市
長
の
祝
辞
や
新
成
人
の
主
張
な
ど

叫

~
の
後
、
「
男
の
生
き
ざ
ま
と
そ
の
ド
ラ
マ
ー
ー
勝
負
に
生
命
を
燃
や
す
男

ぺ

F

疋
ち
」
と
題
し
で
N
H
K
戸
ナ
ウ
ン
サ
|
羽
佐
閏
正
確
さ
ん
の
講
演
が
行
+

ι

わ
れ
ま
し
疋
。

一

ぺ

式

典
終
了
後
、
新
成
人
に
、

何
歳
に
な
っ
て
感
じ
だ
こ
と
や
大
村
市
に
{

ホ
望
む
こ
と、

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
だ
い
こ
と
な
ど
を
訪
ね
て
み
ま
し
だ
。

十

(2) りむおお市政だより

932人が大人の仲間入り

輝け/
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"."..""昭和59年2月1

誰
も
が
知
っ
て
い
る
ま
ち
巳

相
刷
口

大
村
と
き
け
ば
誰
も
が
知
っ
て
い

る
よ
う
な
大
き
な
都
市
に
な
る
と
い

い
で
す
ね
。
若
さ
を
生
か
し
て
何
に

で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
な
と

思
っ
て
ま
す
。

責
任
が
つ
い
て
ま
わ
る

( 

す
て
き
怠
恋
も
し
て
み
た
い

も
っ
と
自
分
を
磨
い
て
、
社
会
人

と
し
て
社
会
の
た
め
に
役
立
つ
よ
う

頑
張
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
す
て
き
な

恋
も
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

協
調
性
を
大
事
に
し
た
い

加
歳
と
い
う
よ
り
、
社
会
人
と
な

っ
て
多
く
の
人
と
接
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
自
分
を

見
失
わ
ず
に
す
る
と
共
に
、
協
調
性

を
大
事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
化
砲
設
の
充
実
を

前川昌子ざん
(宮JJ¥路2丁目〉

甘こ
えれ
るか
こ ら
とは
の社
な会
い人
よと
うし
にて
し自
た分

い
と
思
い
ま
す
c

大
村
は
文
化
的
施

設
が
少
な
い
の
で
、
美
術
館
な
ど
の

施
設
を
充
実
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

自
由
を
追
い
求
め
だ
い

自
分
の
行
動
は
自
ら
責
任
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
の

「
自
由
」
を
追
い
求
め
た
い
で
す
ね
。

大
村
市
に
望
み
た
い
ん
で
す
が
、
精

神
的
充
実
と
い
う
面
に
も
力
を
入
れ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
者
が
就
職
で
き
る

企
業
の
誘
致
を

ん
〉
5
町
置
噌ロ山

大
村
に
は
空
港
も
あ
る
の
で
、
若

い
人
が
就
職
で
き
る
よ
う
な
企
業
を

誘
致
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

個
人
的
に
は
、
私
を
も

っ
と
信
用

し
て
大
人
と
し
て
見
守
っ
て
欲
し
い

と
思
う
し
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
海
外

旅
行
な
ん
か
に
も
行
っ
て
み
た
い
で

す
ね
。

や
さ
し
い
看
護
婦
さ
ん
に

ご1品力下さい0)

坂本真澄さん
(諏訪3丁目〉

お手伝い (工事中 ご迷惑 をおかけ Lます が、

や
は
り
責
任
が
重
く
な
っ
て
き
た

な
と
い
う
感
じ
が
し
て
き
ま
し
た
。

将
来
は
誰
に
対
し
て
も
や
さ
し
い
看

護
婦
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

舎
の
仕
事
を
頑
張
る

若
い
人
が
遊
べ
る
場
を
作
っ
て
欲

L
い
。
こ
れ
か
ら
も
今
の
仕
事
を
一

生
鯨
広
叩
や

っ
て
い
き
ま
す
。

人
情
昧
の
あ
る
町
づ
く
り
を

住みよい郷土の

古市

思
い
や
り
の
あ
る
人
間
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
緑
が
多
く
て
人
情

味
の
あ
る
町
づ
く
り
を
や

っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。

※下水道



蜘
諮
問
の
申
告
が
始
ま
り
ま
守

所
得
税
(
確
定
申
告
と
納
税
)

贈
与
税
(
申
告
と
納
税
)

除額

30万円

30万円

36万円

30万円

36万円

41万円

23万円

31万円

23万円

23万円

23万円

支払額の全額

(最高) 5万円

(短期最高 3千円

(長期最高) 1万 5千円

(合計最高限度) 1万 5千円

(最高) 200万円

ら ;山 口川 口山:山口山口山口…ココロ:山:ニ:昭和59年2月1

個
人
が
去
年

一
年
間
に
得
た
所
得

に
か
か
る
国
に
納
め
る
税
金
で
す
。

l
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
|

②
事
柔
を
し
て
い
る
人
、
不
動
産
収

入
の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
人
な
ど
で
、
昭
和
同
年
中
の

所
得
の
合
計
額
が
所
得
控
除
の
合

計
額
よ
り
多
い
人

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
1
千
万
円
を
超
え
る
人
、
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
合

(3) 

人
人

人

人

人

等

む

所得税の主な所得控除一覧表

控

おお市政だより

2
月
旬
白
j
3
月
何
回

2
月
1
日
1
3
月
旬
日

計
額
が
却
万
円
を
超
え
る
人
、

2

か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い

る
人
税
務
署
か
ら
、
申
告
書
な
ど
が
送

ら
れ
て
い
る
人
は
、
必
ず
そ
の
申
告

書
で
申
告
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
送

ら
れ
て
い
な
い
人
は
、
税
務
署
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

え」い。-R贈与
税
と
は

人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に

か
か
る
税
金
で
、

1
年
間
に
個
人
か

ら
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価
格
の
合

所得控除の種額

基礎控除

配偶者控除

老人配偶者控除

扶養控除 |

老人扶養控除

霊長官差震
障害者控 除

特別障害者間珠

老年者控除

期需・寡夫控除

勤労学生控除

社会保険料掴珠

生命保険料控除

損害保険料控除

医療費控除

計
が

ω万
円
を
超
え
た
と
き
贈
与
税

の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
つ
い
う

っ
か
り
し
て
申
告
を
忘
れ
、

後
で
大
変
困
っ
た
;
」
と

い
っ

た
例

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん。

そ
れ
と
い

う
の
も
財
産
の
贈
与
は
親
か
ら
子
へ

と
い
う
よ
う
に
、
家
族
の
間
で
行
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

l
こ
の
よ
う
な
場
合
も

贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
l

①
土
地
な
ど
を
、
妻
や
子
供
の
名
儀

に
登
記
し
た
と
き

①
親
子
の
問
で

「あ
る
時
払
い

の
催

足
な
し
」
で
お
金
の
貸
し
借
り
を

し
た
と
き

l
結
婚
却
年
以
上
の
夫
婦
問
の

贈
与
に
は
特
例
が
あ
り
ま
す
l

居
住
用
の
土
地
、
家
屋
を
も
ら
っ

た
場
合
や
、
購
入
用
に
現
金
を
も
ら

っ
た
場
合
に
は
、

1
千
万
円
の
配
偶

者
控
除
と

ω万
円
の
基
礎
控
除
の
合

計
1
千

ω万
円
ま
で
は
税
金
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

特
例
を
受
け
る
た
め
に
は
1
14

贈
与
を
受
け
た
土
地
、
家
屋
の
登

記
簿
謄
本
な
ど
の
書
類
を
添
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

。
お
尋
ね
、
ご
相
談
は
諌
早
税
務
署

(
岱
諌
早
②
1
3
7
0
)
へ
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(4) b むおお市政だよりロロ昭和59年 2月1

泊陽園倒語3
Highsh l山も新たに
丑勤 表 を彰 、加 少 8
美続 彰 受が式し 年 目
、功 ・け行典主 消
笹労 市 まわでイ丁 防 消
j甫章 長 しれはわ ク 防
-二 表 た 、永れ ラ 団

52彰長EZtz貝少年消防クラブガ初参加
口契 称皆続たど白
禎壁 略さ者 約衛
治き )んな 1000消

吉
川
豊
、
寺
坂
修
、
溝
口
明
治
、

早
田
昇
、
久
保
井
学
、
山
口
政
夫

中
村
幸
て
竹
田
英
雄
、
池
田
春

好
、
田
崎
貢
、
松
田
鉄
男
、
寺
本

広
、
西
村
敏
明
、
喜
野
元
明

県
消
防
協
会
長
表
彰
・
市
長
表
彰

(
初
年
精
続
章

・
初
年
勤
続
章
)
樋

口
由
雄
、
森
山
義
昭
、
井
手
牛
木
弘

神
野
誠
志
、
野
田
徳
男

、
田
中
昇

市
行
財
政
調
査
会
を
設
置

の
変
化
に
伴
い
、
厳

人、

品主
制
経
験
者
山
人
)
の
委
員

い
る
財
政
全
般
に
つ

で
構
成
さ
れ
、
大
村
市
に
お
け
る

を
行
う
た
め
、
市
長
行
財
政
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

と
し
て
「
大
村
市
行

日
年
中
に
答
申
す
る
こ
と
に
な

」
を
設
置
し
ま
し
た
。

て
い
ま
す

堂々の分列行進を行う少年消防クラブ

(有
功
章

・
日
年
勤
続
章
)
井
上
勝

溝
道
忠
一

、
石
本
和
幸
、
伊
東
正

義
、
一
瀬
勝
彦
、
炉
本
昭
男
、
福

田
常
明
、

一
瀬
正
明、

山
下
博
行

植
木
正
和
、
松
尾
正
昭
、
川
崎
信

行
、
水
頭
俊
雄
、
浅
井
弘
見
、

朝

長
邦
彦
、
吉
松
徹
郎
、
広
茸
義
和

福
田
初
美
、
川
本
弘
、
酒
井
正
二

県
消
防
協
会
長
表
彰

(
特
別
有
功
章
)
高
橋
一
幸
、
黒
川

征
春
、
中
尾
武
久
、
遠
岳
久
芳
、

戸
塚
芳
春
、
中
里
強
、
富
永
政
勝

早
田
昇
、
久
保
井
学
、
平
原
邦
夫

山
道
久
芳
、
森
山
義
昭
、
今
山
清

美
、
山
口
政
夫
、
桑
畑
義
昭
、
山

口
住
夫

(初
年
撞
杭
章
)
富
永
一
史
、
西
田

健
、
三
根
増
美
、
川
本
誠
、
山
口

住
夫
、
山
根
文
隆
、
宮
田
利
郎
、

一
瀬
勝
彦
、
辻
正
孝
、

緒
方
贋
俊

松
添
房
夫
、
久
田
一
郎
、
岳
野
長

二
、
川
添
勝
昭
、
上
谷
澄
人
、
吉

松
徹
郎
、
広
井
義
和
、
福
田
初
美

川
本
弘
、
酒
井
正
二

市
長
表
彰

(
無
火
災
分
団
)
第
2
、
日
、
日
、

日
分
団

(
一
般
協
力
者
)
大
村
市
危
険
物
安

全
協
会
、
野
田
正
善
、
高
以
良
恒

主
我(同
年
勤
続
章
)
中
尾
武
久
、
島
田

清
人
、
井
上
勝
、
溝
道
忠
一
、

内

田
重
喜
、
宮
内
寛
、
山
田
光
幸
、

浜
田
安
彦
、
山
口
憲
彰
、
七
山
強

山
下
俊
忠
、
前
田
勝
吉
、
毛
利
時

国
保
以
外
の
健
康
保
険
は

国
保
と
同
じ
年
齢
構
成
に

す
る
と
医
療
費
が
大
幅
に

増
え
ま
す

百F軍 司 F軍 司 F 軍 司 F 軍

》 に合理をす は 者 くそり 本
帥な がは健管み。伸がなれ 、的医
官つ 国高 保健 る加 び多りだ 若な療
協て保 齢 29保と入るくまけい裏費
出 い包加 ・32国者こなす医人因を
臨ま医入 5 ・保 のと れ 。療が l 決
日す 療者歳 939平 にば逆費 多年定
脚 O 費がと }実 ・均な医与がけ齢す
出 が多国 3年 り療高
日 高い保組歳齢ま 費 齢なばあ基

j 属国民健康保険
j ] は・・・しミまこその3=
自 国保と同じ年齢分布にすると

融 1人当たり医療費は

) 蜘………lは哨明一人泊胤山当釦叩fけり
1l川1.77引|円(5日6年度)

巨

政管はI.34倍に

101，034円

脚

j 
曲
師

お洗たく僕らの海を

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状

山
口
秀
夫
、
池
田
正
夫
、
満
居
登

本
山
茂
俊
、
吉
村
民
人
、
山
本
慶

治
、
福
田
朝
徳
、
楠
本
博
、
松
下

邦
博
、
高
坂
澄
景
、
中
頭
吉
三
、

井
石
達
雄
、
山
田
弘
志
、
山
口
靖

六
、
南
口
謙
知
、
⑧
水
口
鶴
一

、

前
田
政
良
、
神
近
明
嗣
、
一
瀬
京

二
、
山
本
恒
夫
、
山
口
利
久
、
寺

道
強
、
末
長
一
雄
、
野
本
力
太
、

南
勇
次
、
井
川
純
男
、
森
口
貢
、

田
添
秀
忠
、
森
雄
三
、
中
川
内
進
、

辻
崎
涼
二
、
前
田
寛
喜

※石けんで



ら 川H山口山口山口川むおお市政だより(5) 

大村駅前警察官派出所ガ新築移転・....

戸ーケード街入口の大村観光案内所横に完成。ライ
トグレ のスマートな建物で「強く明るく親切な警
察」を目差し勤務員の皆さんも決意を新だにしてい
ました。 ~

力作ガずらり(封~-){; コミ工ティセンター) 今
第17回長崎県高校書道展ガ開催され¥ 県下32
校から970点ガ出国されました。訪れだ人も「す
ごく上手ね」と感山していましだ。…・

一
度
だ
け
の
つ
も
り
が
常
用
者
に

覚
せ
い
剤
に

グ
面
白
半
分
H

は

絶
対
禁
物
で
す

暴
力
団
の
資
金
源
で
あ
る
覚
せ
い

剤
が
、
巧
妙
な
手
口
で
わ
た
し
た
ち

の
生
活
に
浸
透
し
、
個
人
を
、

家
庭

を
、
そ
し
て
社
会
を
脅
か
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
青
少
年
や
主
婦
に

ま
で
広
が
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
宝
毒
に
な
る
と
発
作
的

な
凶
悪
犯
罪
を
は
じ
め
、
薬
代
欲
し

さ
に
窃
盗
や
恐
喝
を
行
う
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
犯
罪
や
事
故
が
後
を
断
ち

ま
せ
ん
。
生
活
を
破
壊
す
る
汐
白
い

船

γ
ー
ー

覚
せ
い
剤
を
絶
滅
し
ま
し

ト
品
よ
ノ
。

ー
覚
せ
い
剤
の
使
用
者
は
l

0
腕
や
足
に
注
射
の
跡
が
あ
る

o
顔
色
が
悪
く
、
や
せ
て
い
る

O
落
ち
つ
き
が
な
く
、
な
に
か
に
お

び
え
「
ね
ら
わ
れ
て
い
る
」
な
ど

と
口
走
る

な
ど
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
身
近
に
こ
の
よ
う
な
人
を

見
か
け
た
ら
、
大
量
言察
署

(
包
③

3
1
2
6
)
ま
た
は
お
近
く
の
派
出

所
、
駐
在
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

(vr鳥
山y九三

γ
-
v一一4

一・ha
玄
-

v
J一九
川

4

・2『J
n

f

L

色，P

で

J1
J砂'JM
縫

(2月7F1は、，!tプJ-i1Ii土の日0)

L 1 
火災予防は僕らの手で C;<S-;{6 福重出張所) 企

第守口福重地区子ども会火災予防コンクールを開催。
各子ども会単位で考え作りあげだ作局ガ展示されお矢上
と立福寺ガ金賞に輝きましだ。……・…・・

植木市へどうぞ(垢 市役所)・…………一-…-一一…一・…・…・・・砂

2月オ臼-3月10巳まで開催の“熊本春の植木市"宣伝
のだめ、ミス熊本ガ来大。熊本市長のメッセージと肥後
椿をプレゼント。

平和の日※北方の領土かえる日



(6) 

福
祉
の
ひ
る
脇

b むお

主 長崎県身体障害者更生指導所

fム碕畠を富島
該 募的生練指害のど

人は(いの身 当 集とをを導にたに手

持;221ii P守;R52
上司iI 、受者 。所と自回職そあ体
)練 15け子 生を立復業のる幹
で科歳て帳 を目更訓の障人な

お市政だより

被
爆
者
の
人
へ
!

就
眠
支
度
盆
が

も
-
b
え
ま
す

被
爆
者
ま
た
は
被
爆
者
と
生
計

を
共
に
し
て
い
る
子
供
が
就
職
す

る
と
き
、
就
職
支
度
金
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

該
当
す
る
人

被
爆
者
の
属
す
る
世
帯
が
低
所

得
(
市
民
税
が
1
5
0
0
円
以

山川

訓
練
指
導
科
目

職
業
訓
練
H
印
刷
科
、
洋
裁
科
、

和
裁
科
、
編
物
科
、
時
計
修
理

科
、
自
動
車
訓
練
科

箆
庇
回
復
訓
練

募
集
人
員

入
所
犯
人
、
通
所
初
人

申
込
期
限

2
月
M
日
幽

申
込
・
間
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

下
)
の
世
帯
で
県
内
の
公
共
職

業
安
定
所
を
通
じ
て
就
職
す
る

人※
す
で
に
就
職
支
度
金
を
も
ら

っ
た
人
は
除
き
ま
す
。

も
ら
え
る
金
額

本
人
H
4
万
円

子
供
リ
2
万
円

申
込
期
限

3
月
1
日
同

申
込
・
間
合
わ
せ

福
祉
課
社
会
係

;領
鎚
各
議
会
du
⑥
j
i
i

j
高
齢
者
の
経
験
を
生
か
す
j

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

高
齢
者
が
老
後
の
生
活
安
定
を
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
、
雇
用
主

図
る
と
と
も
に
健
康
で
明
る
い
余
か
ら
は
「
よ
く
働
い
て
く
れ
ま
す
。

生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
細
か
い
と
こ
ろ
に
よ
く
気
が

つ
い

就
労
を
希
望
す
る
人
に
無
料
で
職
て
く
れ
ま
す
よ
」
と
人
気
が
あ
り

業
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
の
が
高
ま
す
。

齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
高
齢
者
の
貴
重
な

昭
和
叩
年
か
ら
昨
年
末
ま
で
に
経
験
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

1
0
0
0
人
以
上
の
人
が
就
職
を
雇
い
た
い
人、

働
き
た
い
人
は
お

し

て

い

ま

す

。

気

軽

に

ご

担

談

下

さ

い

。

軽
年
未
や
家
事
手
伝
い
な
ど
が

所
在
地

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
(
西

多
く
、
働
い
て
い
る
人
も
「
健
康

三
城
町

宮
③
1
3
5
1
)

の
た
め
に
も
楽
し
く
働
い
ず
い
ま

受
付

午
前
9
時
1
午
後
4
時

す。

人
の
た
め
に
尽
く
す

と

い

う

(

土

曜

日
は
正
午
ま
で
)

こ
と
で
社
会
に
役
立
つ
こ

と

も

嬉

※

日

曜

・
祭
日
は
休
み
で
す
。

一

色

(j
4
2幽
E
E・E
・-E
明

;J

・・圃
問問司自品
制/〆a
圃・・・
・・・・
・・・・・者

---E
E
E
h
F
aa----
園田・
・・・齢

----E圃
F
ι
・・・・
圃晴嵐幽置圃
圃吉岡

............ ，
 
... 圃・・・・田
晶圃圃・
・働

・・・・・・
司靖司叫1.u
・・・・・・・・・・聞
M

圃・
E

圃・睡闘で

・・・・固
い蜘h
』剥
河
ぃ
リ

a

・・・・・圃・・・・・話

--E
h寸
Aa----圃世

-------F
也

、

J
ψ
噛

a

・・・・圃
司aaa
・園の

・
・
司
ず
れjwf¥
ua
'
JY一
A
何

・
司

ダ
ヒ

、

時紹

l

:

j

!

ii
i
i
i
i
ード
i
i
i

十;し
回 皿 ② ① ! し定二ネが獣い な恐 ー一一
込E申徳容 んの l効併業どり も残ネ 王 よ付査 ズけ春で 荒どろネ 宮司区僅=・
生 .布込格量 でで班 殺 果せで の 、ま の飯ズ な うい駆ミてにすすをじズ ぜよ一
語 問日期 下、ご て 的て駆整巣たをなミ 駆 。ま捺の 、先。 害長いミ 嵐!~ ¥ 
E34 限 2 4さ各と 剤 で 、除請を、断 どは 除 … 一一 氏伝は EEっ
塁ロハ 5 f回日町に をす 捕す定作 侵つは飢 の f宍y銭言、 染ノ i原
課 せ 月 2 0 ・ 内申 ぁ 。獲る必ら入て処え 方 〆み仁ぬ認 禽ミ しせ
宮首Z勺 詰 J号室料露主守げ ，諾:ー謙一t 表委 まい
悌 幽日 O と主 ん 使もすりをいてい 23妥協/ 介ニ しに∞ g 予要 与 用あ 。し ふ ま餌 動 態おGF35も し、 よ

工寸↑J .; すり なさしと物 WfIn'tf と注文立コ
申し す るま いいよなで £がぶAR込会むヨ 家し う
L主! とす: なだ三るす qg澄59 具て
χと

福祉七ンタ ー)午後 1 時~ 38寺( :2月 18日(土)※耳tことばの相談日

.. 



昭和59年 2月 1

ス
ポ
ー
ツ

ヘ
テ
一

お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ポ
ヨ

ん
、
体
力
に
自
信
あ
り

J
7
v

ま
す
か

l
l

了
シ

毎

月

第

1
日
曜
日
は

×l

「
健
民
の
日
」
で
す
0

0
/
)
3月
の
「
健
民
の
日」

切

の
行
事
と
し
て、

市
民

二

オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ

}
児
大
会
を
開
催
し
ま
す
o

二

U

親
子
の
語
ら
い
の
場

乃
/
と
し
て
、
野
岳
湖
(
ゴ

。
恒

i
ル
地
点
)
で
ゲ
l
ム

一日一

や
ダ
ン
ス
の
ひ
と
時
を

回
介
パ
計
画
し
て
い
ま
す
。

刊

旧

い

早

春

の
日
差
し
を
沿

2
J引
ぴ
て
快
い
汗
を
流
し
て

て
み
ま
せ
ん
か
。
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日

3
月
4
日
制
小
雨
決
行

※
悪
天
候
の
時
は
日
日
同
に
順
延

種
目
O
A
コ
l
ス
(
一
般
・
高
校
生
)
6
M

りむおお市政だより{7) 

O
B
コ
ー
ス

(中
学
生
)
5
M

O
C
コ
!
ス
(
家
族
組
)
4
M

パ
ー
テ
ィ
ー
構
成

ー
グ
ル
ー
プ
4
人
以
内

(
C
コ
ー

ス
に
は
成
人
1
人
を
必
ず
含
ん
で

下
さ
い
)

持
っ
て
く
る
も
の

赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
弁
当
、
水
筒
、

雨
具
ほ
か

集
合

福
重
小
学
校

受
付

午
前
8
時
却
分
1
9
時

ス
タ
ー
ト

午
前
9
時
刻
分

ゴ
ー
ル

野
岳
湖

解
散

午
後
1
時

申
込
期
限

2
月
四
日
∞

正
午

申
込
方
法

保
険
料

(
l
人
山
円
)

を
添
え
て
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

※
申
込
用
紙
は
体
育
課
お
よ
び
各

小
中
学
校
に
あ
り
ま
す
。

第
4
1

回
大
村
東
彼
地
区

春

季

卓

球

大

会

日
時

2
月
四
日
制

午
前
叩
時
試
合
開
始

場

所

市
民
体
育
館

種
目

(
シ
ン
グ
ル
ス
の
み
)

中
学
男
子
、
中
学
女
子
、
一
般
男

子
A
(高
校
生
を
含
む
)
一
般
女

子
(
高
校
生
を
含
む
)
一
般
男
子

B
、
壮
年
男
子
(
お
歳
以
上
)

参
加
資
格

大
村
東
彼
地
区
に
住
ん

で
い
る
人
お
よ
び
在
学
、
勤
め
て

い
る
人

参
加
料

中
学
生
別
円
高
校

・一

般
湖
円

申
込
先

市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
庖

申
込
期
限

2
月
ロ
日
制
必
着

※
参
茄
者
は
全
員
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着

用
し
て
下
さ
い
。

文

音
楽
会

音
楽
の
お
も
ち
ゃ
精

出
演

京
都
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ

ー
室

内
合
奏
団

日
時

2
月
ロ
日
同
午
後
2
時

場
所

市
民
会
館

間
合
わ
せ

大
村
子
ど
も
劇
場

(宮
③
7
0
6
3
)

※
会
員
外
は
、
入
会
金
お
よ
び
会
費

が
必
要
で
す
。

。
。
テ
町
一
一
j
h

a

d
円一一一p
h
7
日
一一一一日

ρ

b

…問。
14u 

a
F
a

、、

第
叩
回

青

年

団

文

化

祭

日
時

2
月
日
日
出
午
前

m時

場
所

市
民
会
館

内
容

芸
能
、
歌
合
戦
、
作
品
展
、

パ
ザ
l
(農
産
物
、
寿
司
、
う
ど

ん
)

入
場
料

鉦

料

E書

演

A-E 

健
康
教
育
講
演
会

2
月
H
白
川W

午
後
1
時
泊
分
1
3
時

福
祉
セ
ン
タ
ー

日
時

場
所
演
題食
生
活
と
成
人
病
予
防
に
つ

い
て

講
師

大
村
市
医
師
会
近
藤
医
院

院
長
近
藤

洋
先
生

対
象

刊
歳
以
上
の
人

間
合
わ
せ

生
活
環
境
課
衛
生
係

青
少
年
問
題
講
演
会

日
時

2
月
口
日
幽

午
後
3
時
1
4
時
却
分

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題

「
親
子
の
き
づ
な
」

に
つ
い
て

講
師

天
理
大
学
講
師

筒
井
敬
一
先
生

間
合
わ
せ

大
村
青
年
会
議
所

(宮
②
6
3
9
1
)

郷

土

史

講

演

会

日
時

2
月
四
日
制

午
後
2
時
1
4
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題

外
来
語
雑
話

講
師

元
県
立
図
書
館
史
料
課
長

石

田

保
先
生

間
合
わ
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

⑧
⑧
⑧
②
⑨
①
 

を
募
集

乗せて行く

内
容
O
文
部
省
が
送
付
す
る
文
書
に

回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す

O

そ
の
外
、
文
教
行
政
に
関
す
る
意

見
、
要
望
な
ど
を
送
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す

募
集
人
員
叩
人

期
間

2
年

資

格

却
歳
以
上
の
日
本
国
民

※
次
の
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

o
国、

地
方
議
会
の
議
員

。
公
務
員
(
教
職
員
を
除
く
)

0
行
政
担
談
員

O
教
育
モ
ニ
タ
ー
経
験
者

謝
礼

依
頼
事
項
に
対
す
る
報
告
1

回
に
つ
い
て
1
5
0
0
円

申
込
期
限

2
月
お
目
的
当
日
消
印

F幼

申
込
・
間
合
わ
せ

県
教
育
庁
総
務
課
(干
削
長
崎
市

江
戸
町
2
!
日、

E
E瓦
崎
⑫

1
1

選
考
結
果

4
月
に
本
人
に
お
知
ら

せ
の
予
定
で
す

僕らの夢を※大村線



自
色
也
事
ム
眉
包
窪
田

w
g

申
込
期
間

2
月
6
日
開
j
M
日
幽

申
込
・
間
合
わ
せ

建
築
課
住
宅
係

入
居
予
定
日

4
月
1
日
間

ー
松
並
第
1
ア
パ
ー
ト
(
仮
称
)
l

所
在
地

松
並
1
丁
目
印

i
6

構
造

新
築
、
中
層
耐
火
構
造
5
階

建
戸
数

8
戸

(4
・
5
階
の
み
)

間
取
り

6
畳
3
問
(
和

・
和
・

洋
)

D
K
、
浴
室
、
ト
イ
レ

(
洋
式
水

洗
)

家
賃

2
万
3
0
0
0
円
(
予
定
)

(8) b むおお山 昭和59年2月1日 山川口:川山口出:山川口:川川口出川

昭
和
問
年
度

委
託
業
務
指
名
願
い

を
受
付
け
ま
す

業
種

警
備
、
清
掃
、
浄
化
槽
、
消

防
施
設
、
機
械
器
具
、
そ
の
ほ
か

保
守
管
理
を
要
す
る
業
種
(
工
事
、

物
品
は
除
き
ま
す
)

受
付

2
月
日
日
開

l
m日
附

提
出
書
類

市
指
定
様
式

申
込
・
間
合
わ
せ

管
財
課
監
理
係

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電
話

加
入
権
を
公
売
し
ま
す。

日
時

2
月
8
日
附

午
後
1
時
初
分

場
所

市
役
所
第
2
会
議
室

公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

物
件
(大
村
局
)

③
0
7
0
5

④
3
7
3
0
 

③
5
9
8
1

③
3
8
5
2
 

④
4
3
7
2
⑤
7
4
2
4
 

④
1
4
9
3

③
1
1
4
6
 

l
古
賀
島
ア
パ
ー
ト
l

所
在
地

士
息
貝
島
町
間

1
2

構
造

日
年
度
建
設
、
中
戸
田
耐
火
構

造
4
階
建

戸
数

7
戸

間
R
り

6
畳
3
問

(
和

・
和

・
洋
)

D
K
、
浴
室
、
ト
イ
レ
(
洋
式
水

洗
)

家
賃

可~\""~f\ 0 

~ ~ 

⑤
7
5
0
8
 

③
4
7
6
9
 

③
8
1
7
9
 

ま
す
。
1
月
泊
日
頃
ま
で
に
通
知
が

無
か
っ
た
人
は
異
常
な
し
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
十
分
注
意

を
し
ま
し
ょ
う。

在
で
し
て
い
ま
す
。
公
売
開
始
ま

で
に
白
羽
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

②

2
8
2
1
 

③
0
8
4
7
 

⑤

2
1
5
5
 

③
1
4
9
3
 

間
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

※
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な
い

場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し

ま
す
。

こ
の
お
知
ら
せ
は
、

一
般
健
康
彰
査
結
果

認
年
ロ
月
ロ
日
1
日
日
ま
で
実
施

し
た
一
般
健
康
診
査
の
結
果
は
、
異

常
が
あ
っ
た
人
に
は
通
知
を
し
て
い

1
月
幻
日
現

喝、
J
Z
n
J
3
0
J
3
0
・J
Z
σ
J3

。J3
n
〈
un
〈
u
n
J
1
8
J3
σ
J
1
8・〈，
R
J
3
n
〈
un
JBEn
〈
un
〈
H
J3
σ
〈，

H
〈，

U
3
3

。J1〈
，H

d

吋

ご
寄
付

5
d
s
:
・・
?
-
r
E
'

へ
衣
類
幻
点

官

信
制
服
と
う
ご
世
田
‘
ま
ー
ピ
-

γ

ご
好
意
唖

ea
・4a
柄、ea--
‘-es・
当

e
a‘
合
'

マ
荒
平
水
計
老
人
ク
ラ
ブ
リ
慈
恵
官

p
u
 
3

荘
へ
み
か
ん
品
同

品

川

《
香
典
返
し
》

敬
称
略

《
一
般
寄
付
》

敬
称
略

マ
萱
瀬
屋
台
園
H
慈
恵
荘
へ
み
か

ね

吋

社

会

福

祉

協

議

会

へ

社

会

福

祉

協

議
会
へ

ん
初
見、

歌
と
踊
り
ほ
か

はJ 

W

マ
川
口
マ
ツ
エ

(小
路
口
本
町

・

マ
富
田
章

(北
九
州
市
八
幡
西
区
)

清
和
国
へ

却

は

亡
夫
正
人
)
叩
万
円

5
万
円

マ
大
村
地
区
婦
人
会
H
民
踊
、
へ
品

川

マ
小
林
一
夫
(
古
町
rA丁
目

・
亡
マ
国
光
秀
雄
(
古
町
2
丁
目
)
5
万

ル

ス
メ
ー
タ
ー
2
台
ほ
か

ョ

吋

母

ハ

ツ

エ
)
叩
万

円

円

V
大
村
軍
一京高
校
3
年
生
日
窓
拭
切

れ
マ
神
原
隆
方
(
溝
陸
郷

・
亡
母
ヒ

マ
大
村
発
電
所
青
年
婦
人
部
付
4
万

き

、
み
か
ん

m
-岡

山

市

サ

ノ

)
5
万
円

4
6
0
0
円

マ
鈴
木
宏
子
(
名
古
屋
市
)
せ
ん

d

m

マ
鹿
取
進

(
原
口
町

・
亡
母
シ
ヅ
)

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

ぺ
い
日
旬、

う
ど
ん
同
比
ほ
か

ん

w

m万
円

マ

俣

野

豊
子

(

水

田

慰

霊

奉
仕

マ
星
美
幼
稚
園
U
遊
戯
、
み
か
ん
ね

γ
マ
島
内
桂
子
(
水
主
町
2
丁
目

・

員
派
遣
世
帯
へ
タ
オ
ル
日
本

初
同

況

判

亡
夫
健
)
5
万

円

マ

赤
水
清
春
(
本
町
2
丁
目
)
大

村

マ

長

与
町
最

婦

人
部
日
み
か
ん
叫

甲山

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

子
供
の
家
へ
1
万
6
0
0
0
円

日
同

人

吋
マ
徳
村
ツ
イ

(富
の
原
1
丁
目

・

マ
村
山
茂
(駅
通
り
)
大
村
子
供
の

均

下

亡

夫

征

二
)
泉
の
里
へ

却
万
円

家
へ

1
万
4
7
1
5
円

《

お
わ
び
と
訂
正
》

比

明

福
祉
基
金
ヘ

マ
花
満
(
杭
出
津
3
丁
目
)
慈
善

12日
号
の
香
重

し
欄
で
、
d

m
v川
副
ス
ミ
(
外
浦
小
路

・
亡

夫

へ

花
束
拘
束

松
田
正
五
、(木
場
2
丁
目

・
亡
妻
ん

町

貞
雄
)
3万
円

.

マ

田

虫

歯

夫

(

中
岳
郷
)
慈

恵

壮

へ

ヤ

ス

)
は
亡
母
ヤ

ス

寄

り
で
す
。叩

米
初
見

お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
o

w

mw

マ
里
見
悟
(
小
路
口
本

町

)

慈

恵

荘

(

福
祉
課
)

A

ヂ
〉
詩
〉
ψη
'〉
H
LF
G
2戸
心
町
〉
H
L
f
u句、戸
Uめ
〉
心
め
〉
ψ
η
L
F
H
L
F
H
〉
心
め
〉
ψめ
〉
心
め
〉
Uめ
〉
Uη
〉
心
め
〉
ψめ
〉
Uめ'〉
心
め
〉
心
。
〉
「ホ
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